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押目

る
と
考
え
る
が
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

　
さ
て
天
文
前
後
か
ら
、
石
山
城
を
中
心
と
す
る

一
向
一
揆
の
高
揚
を
物
語
る
史
料
が
続
々
と
登
場

す
る
。
当
市
域
に
は
著
名
な
真
宗
富
田
道
場
が
あ

り
、
法
華
一
揆
・
二
元
政
権
と
の
対
決
を
示
す
本

満
寺
文
書
が
収
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
石
山
本
願

寺
日
記
所
収
「
私
心
記
」
、
さ
ら
に
晴
元
・
一
揆

和
睦
後
の
天
文
五
年
以
降
は
「
子
嚢
上
人
単
記
」

が
、
富
田
道
場
周
辺
の
動
き
を
克
明
に
伝
え
て
お

り
、
と
く
に
本
願
専
と
摂
河
泉
国
衆
と
の
関
係
が

興
味
深
い
。
続
い
て
三
好
長
詩
が
畿
内
の
実
権
を

ほ
ぼ
掌
握
し
た
と
推
定
さ
れ
る
天
文
末
年
に
穿
て

は
、
禁
裏
料
所
摂
津
河
上
華
分
関
に
就
て
の
「
雷

継
卿
記
」
の
史
料
が
あ
り
、
長
慶
政
権
の
性
格
を

考
え
る
上
に
参
考
と
な
る
。
さ
ら
に
同
慶
政
権
に

関
し
て
は
、
今
回
本
編
で
初
め
て
紹
介
さ
れ
る
永

禄
弐
年
の
「
郡
察
区
有
文
書
」
所
収
水
論
裁
許
状

が
あ
る
。
年
季
の
付
し
た
長
慶
文
書
で
は
珍
し
い

折
紙
で
あ
り
、
絵
図
も
揃
っ
て
い
る
。
戦
國
末
期

で
は
主
と
し
て
信
長
関
係
の
史
料
が
収
載
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
和
田
惟
政
・
高
山
右
近
ら
キ
リ
シ
タ

ン
大
名
関
係
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
宣
教
師
史
料
も
逸
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
特
に
「
耶
蘇
会
日
本
通
信
」

は
日
本
人
の
記
し
た
文
書
・
史
料
で
は
物
語
ら
な

い
多
く
の
興
味
あ
る
事
実
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い

う
点
で
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

（
A
5
判
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文
六
七
八
頁
　
図
版
九
頁

一
九
七
三
年
一
月
　
高
槻
市
役
所
発
行
）

　
　
（
今
谷
明
・
京
都
大
学
大
学
院
生
）

訂
　
正

　
本
誌
第
五
七
巻
第
一
号
掲
載
の
小
葉
田
淳
氏
の

論
説
「
鉱
山
稼
行
と
そ
の
周
辺
」
に
お
い
て
、
筆

者
小
葉
田
氏
の
肩
書
を
竜
谷
大
学
教
授
と
い
た
し

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
「
京
都
女
子
大
学
教
授
」
の

誤
り
で
す
。
こ
こ
に
訂
正
す
る
と
と
も
に
、
筆
者

な
ら
び
に
読
者
各
位
に
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

正
誤
表

　
　
第
五
七
巻
第
二
号
所
載
の
曾
我
部
静
雄
氏

　
　
「
日
唐
の
詔
勅
に
見
え
る
節
婦
の
控
賞
」

一鞭鞭里聖莞頁
一九七〇三八壷皿五行

　
　
誤

宗
建

議
為
二
歯
糞
鴨

公
郷
大
夫

給
三
復
一
年
｛

侯
聞

以
遵
二
告
類
↓

三
献
斯
畢
、

減
赦
凋
除
之
蝋

二
月
二
十
目

　
　
　
正

宋
建

議
為
二
姦
究
［

公
卿
大
夫

給
二
復
二
年
∴

朕
聞

霜
取
二
誠
享
一
以
遵
二
巴
類
嚇

（
中
略
）
三
献
下
田
、

成
赦
日
除
之
嚇

二
月
二
十
一
日

四
八
　
｝
四

四
九
　
　
八

四
九
　
一
五

五
二
下
二
〇

五
三
　
上
三

五
三
　
下
四

五
四
　
一
九

五
六
　
一
五

六
二
　
＝

六
三
　
　
八

六
四
　
一
一

六
四

六
五

六
七

十八五
南
郊
策
四

八
十
己
上

巻
八
十
八

七
品
己
上

同
書
策

侠
コ
蔵
軍
器
↓

皇
五
年
壬
子

表
二
其
門
嚇

神
護
景
雲
二

年
庚
辰

あ
る
こ
ち
に

神
護
景
雲
二

年
三
宅

朝
臣
道
中
女

八
月
十
三
丁
亥

義
夫
節
婦
に

対
す
る
終
身

勿
レ
事
と
あ

る
事

山　 山ノ　　ノへ

八八

九一

次課
に・と

は雑

南
郊
第
四

八
十
已
上

巻
八
十
六

七
品
已
上

同
書
第

藤
野
蔵
軍
器
嚇

皇
五
年
八
月
壬
子

表
二
本
門
閣
↓

神
護
景
雲
二
年
二
月
庚

辰あ
る
こ
と
に

神
護
景
雲
二
年
二
月
庚

通日
臣
道
二
女

　
八
月
十
三
日
丁
亥

義
央
節
婦
に
対
す
る
同

籍
悉
免
二
課
役
一
と
あ
る

課
役
と
、
詔
に
あ
る
孝

子
順
孫
・
義
夫
節
婦
に

対
す
る
終
身
勿
ソ
事
と

あ
る
鈍

調
と
雑
徳

次
は
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『
史
林
』
投
稿
規
定

本
誌
の
投
稿
規
定
は
次
の
通
り
で
す

◇
資
格
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ
な
ど
、

　
○
研
究
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト

　
　
四
〇
〇
字
詰
五
〇
枚
程
度

　
　
研
究
論
文
に
は
四
〇
〇
字
以
内
の
「
要
約
」

　
　
と
、
　
「
英
文
要
約
」
を
添
付
の
こ
と
（
研
究

　
　
ノ
ー
ト
に
は
両
方
と
も
不
用
）

　
　
註
は
原
則
と
し
て
各
章
末
に
入
れ
る
こ
と
。

　
○
学
界
動
向
・
批
判
と
反
省

　
　
四
〇
〇
字
詰
三
〇
枚
以
内

　
○
書
評
　
閥
0
0
字
詰
二
〇
枚
以
内

　
○
紹
介
　
四
〇
〇
字
詰
三
枚
程
慶

◇
送
先
　
史
林
編
蟹
集
一
口
貝
ム
瓜

　
　
　
　
〒
六
〇
六
｛
尽
都
｛
巾
左
｛
黒
警
士
口
田
・
本
町
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
；
の
お
知
ら
せ

　
『
史
林
』
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
在
庫
は
次
の
通

り
で
す
。
お
申
込
は
必
ず
前
金
に
て
郵
送
の
場
合

は
送
料
（
各
冊
三
〇
円
）
を
添
え
て
下
さ
い
。

三
三
巻
一
号

三
九
巻
五
号
・
六
号

四
二
巻
四
号
・
五
号

四
四
巻
一
号
・
六
号

四
六
巻
五
号

四
八
巻
三
号

五
〇
巻
一
号
～
四
号

五
二
巻
一
口
万
～
六
撒
万

五
四
巻
一
州
写
～
六
暑
・

五
六
巻
㎝
号
～
六
号

三
八
巻
四
号

四［

寰
O
五
口
写
・
六
口
写

四
三
巻
二
［
号
～
六
m
万

四
五
巻
一
号
、
・
二
号

四
七
巻
一
号
～
六
鳴
門

　
　
　
　
　
　
　
四
九
巻
三
号
・
五
号
・
六
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
巻
一
口
写
～
六
口
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
二
巻
｝
口
写
～
六
q
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
巻
一
号
～
山
ハ
ロ
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
巻
一
号
～
三
号

頒
価
は
五
五
巻
二
号
ま
で
は
、
三
五
〇
円
、
五
五

巻
三
号
～
五
六
工
面
ぬ
ハ
ロ
写
は
、
　
四
［
五
〇
円
、
五
七
巻

一
口
万
以
降
は
六
〇
〇
円
。

編
　
集
　
後
　
記

　
蒸
し
暑
か
っ
た
夏
も
今
や
過
ぎ
、
よ
う
や
く
虫

の
音
な
ど
窓
辺
に
聞
え
る
頃
と
な
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
益
々
御
活
躍
の

こ
と
と
存
じ
ま
す
。
五
七
巻
三
号
を
お
届
け
い
た

し
ま
す
。
期
日
を
大
分
す
ご
し
て
し
ま
い
ま
し
た

点
、
ま
ず
も
っ
て
深
く
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
種
の
学
術
雑
誌
は
、
諸
般
の
点
か
ら
み
て
、

定
期
刊
行
が
の
ぞ
ま
し
く
、
今
後
と
も
努
力
を
続

け
て
い
く
所
存
で
す
。

　
昨
今
の
印
刷
一
等
の
高
騰
の
波
は
、
多
聞
に
も

れ
ず
、
　
『
史
林
』
を
も
圧
迫
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
　
『
史
林
』
は
会
費
前
納
擶
を
と

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
何

卒
会
費
納
入
に
御
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
諸
氏
の
投
稿
を

お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
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